
　

食
料
安
全
保
障
を
巡
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

国
民
生
活
、
経
済
に
必
要
な
量
の
食
料
を
安
定
的
に

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
調
達
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
た
め
だ
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
＝
貿
易
自
由
化
）の
も
と
で
、
農
業
を
極
限
ま
で
外

部
化
し
て
き
た
日
本
は
、
改
め
て
そ
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
に

気
付
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
工
業
製
品
に
比
べ

安
価
で
長
期
保
存
が
難
し
い
食
料
は
極
め
て
地
域
限

定
的
な
資
源
で
あ
り
、
地
産
地
消
が
原
則
で
あ
る
。

シ
カ
ゴ
穀
物
市
場
は
騰
勢
一
服
も 

先
高
観
が
拭
え
な
い

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
８
カ
月
が
経

過
し
た
。戦
闘
が
長
期
化
す
る
中
、シ
カ
ゴ
穀
物
市
場

で
は
６
月
以
降
、ひ
と
ま
ず
騰と

う

勢せ
い

一
服
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
農
務
省
は
、
10
月
12
日
に
発
表
し
た
２
０
２

２
～
２３
年
度（
22
年
後
半
～
23
年
前
半
）世
界
農
産
物

需
給
報
告
で
、
２
０
２
２
年
度
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量
を
３
１
５
０
万
ｔ（
６
月
報
告

で
は
１
９
５
０
万
ｔ
）、
輸
出
１
５
５
０
万
ｔ（
同
９

０
０
万
ｔ
）と
し
、
６
月
時
点
の
予
測
か
ら
大
幅
に

上
方
修
正
し
た
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
小
麦
も
、今
年
度
の

生
産
量
２
０
５
０
万
ｔ（
６
月
報
告
２
１
５
０
万
ｔ
）、

輸
出
１
１
０
０
万
ｔ（
同
１
０
０
０
万
ｔ
）と
小
幅
に

上
方
修
正
し
た
。
穀
物
の
輸
出
が
停
滞
し
、
世
界
的

な
飢
餓
人
口
拡
大
が
懸
念
さ
れ
た
問
題
で
は
、
ロ
シ

ア
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、ト
ル
コ
、国
連
に
よ
る
４
者
協
議

が
進
展
し
、
７
月
22
日
に
穀
物
輸
出
再
開
で
基
本
合

意
に
達
し
た
。
８
月
１
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
穀
物
を

輸
送
す
る
バ
ル
ク
船
の
第
１
便
が
オ
デ
ッ
サ
港
を
出

発
し
、
８
月
中
に
輸
出
さ
れ
た
穀
物
は
１
０
０
万
ｔ

資
源
・
食
糧
問
題
研
究
所
代
表

柴しばた
田
明あきお
夫

世
界
食
料
危
機
と
我
が
国
の

食
料
安
全
保
障
を
考
え
る
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特集 経済安全保障の確保に向けて

を
超
え
た
。し
か
し
、３
０
０
０
万
ｔ
に
及
ぶ
穀
物
を

今
後
も
安
全
に
輸
送
を
継
続
で
き
る
か
不
透
明
だ
。

鋏
状
価
格
差（
シ
ェ
ー
レ
）が
現
れ
た

　

日
本
も
安
閑
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
食
品
の
値

上
が
り
が
止
ま
ら
な
い
た
め
だ
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
１
～
７
月
で
実
施
さ
れ

た
食
品
の
値
上
げ
は
、
累
計
１
万
８
５
３
２
品
目

（
主
要
食
品
メ
ー
カ
ー
１
０
５
社
）に
及
ぶ
。
10
月

の
値
上
げ
は
６
５
０
０
品
目
に
上
り
、
年
内
の
値
上

げ
は
２
万
品
目
を
超
え
る
。

　

さ
ら
に
厄
介
な
問
題
は
、
国
内
産
農
産
物
の
価
格

の
低
迷
に
対
し
て
、
燃
料
、
電
気
、
飼
料
、
肥
料
、

農
薬
な
ど
、
農
業
生
産
資
材
の
価
格
上
昇
が
止
ま
ら

な
い
こ
と
だ
。
農
林
水
産
省
の
「
農
業
物
価
指
数

（
15
年
＝
１
０
０
）」
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
７
月

の
農
産
物（
総
合
）指
数
が
前
年
同
月
比
１
・
２
％
低

下
し
た
の
に
対
し
て
、
農
業
生
産
資
材（
総
合
）指
数

は
、
同
10
％
上
昇
し
た
。

　

農
業
経
営
者
に
と
っ
て
、
毎
月
こ
う
し
た
逆
ザ
ヤ

が
累
計
し
て
い
く
こ
と
は
ま
さ
に
死
活
問
題
だ
。
特

に
、
畜
産
・
酪
農
、
養
豚
経
営
の
場
合
、
生
産
コ
ス

ト
の
約
50
～
60
％
が
飼
料
代
で
あ
る
。
濃
厚
飼
料

（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
油
か
す
、
こ
う
り
ゃ
ん（

注
）、
大

麦
な
ど
）の
主
原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
今
年

１
～
８
月
累
計
の
平
均
輸
入
価
格（
ト
ン
当
た
り
）は

４
万
７
８
６
９
円
で
、
２
０
２
０
年（
２
万
２
２
９

６
円
）か
ら
倍
増
し
て
い
る（
図
表
１
）。
一
方
で
畜

産
価
格
の
低
迷
が
続
く
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
畜
産
農

家
は
前
年
比
で
２
割
強
下
落
す
る
な
ど
、「
過
去
に

な
い
最
大
の
危
機
」
に
直
面
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

シ
ェ
ー
レ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
筆
者
が
農
学
部

の
学
生
時
代
に
よ
く
出
て
き
た
言
葉
だ
が
、
工
業
製

品
価
格
と
農
産
物
価
格
と
の
間
で
見
ら
れ
る
鋏

は
さ
み

状じ
ょ
うの

価
格
差
の
こ
と
で
あ
る（
図
表
２
）。
ど
の
国
も
工
業

化
の
過
程
で
は
、
工
業
製
品
は
寡
占
化
・
独
占
化
が

進
む
と
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
一
方
、
市
場
競
争

下
で
農
産
物
価
格
は
安
く
抑
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
価
格
差
を
通
じ
て
工
業
部
門
は
利
益
を

得
て
、
工
業
化
を
一
気
に
進
め
る
の
で
あ
る
。

　

金
田
辰
夫
氏（
戦
後
、
外
務
省
で
ソ
連
駐
在
参
事

官
）の『
農
業
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
ソ
連
の
行
方
』（
Ｎ

（注）こうりゃん（高粱）：中国東北部などで多く栽培
されるモロコシの一種。実を食用・醸造用とする
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図表１　トウモロコシの平均輸入価格

出所：財務省貿易統計から筆者作成

出所：筆者作成

図表２　シェーレ（鋏状）価格差

出所：筆者作成

鋏状価格差による工業化

鋏状価格差による
工業部門の利益

価格
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工業製品価格

コモディティ価格
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Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）に
よ
れ
ば
、１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア

革
命
で
ソ
ビ
エ
ト（
ソ
連
邦
）が
誕
生
し
た
時
、
レ
ー

ニ
ン
な
ど
の
指
導
者
の
課
題
は
、
工
業
建
設
の
資
金

を
ど
こ
か
ら
捻
出
し
、
農
業
を
ど
の
よ
う
に
社
会
主

義
化
す
る
か
で
あ
っ
た
。
左
派
の
理
論
的
指
導
者
ト

ロ
ツ
キ
ー
は
、
社
会
主
義
的
な
原
始
蓄
積
を
提
唱
し

た
。工
業
投
資
を
急
速
に
拡
大
す
る
に
は
、弱
体
な
工

業
自
身
の
利
益
の
積
み
上
げ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、農
産
物
価
格
を
安
く
抑
え
、農
村
向
け
の
工
業
製

品
を
つ
り
上
げ
て
利
益
を
吸
い
上
げ
、
こ
れ
を
工
業

建
設
の
財
源
と
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
シ

ェ
ー
レ
の
利
用
だ
。
そ
の
後
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る

小
農
民
経
営
の
徹
底
し
た
抑
圧
が
行
わ
れ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
は
１
９
３
２
～
３３
年
の
ホ
ロ
ド
モ
ー
ル（
人
工

的
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
大
飢
饉
）が
発
生
し
、少
な
く

と
も
３
５
０
万
人
が
餓
死
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

肥
料
原
料
や
輸
入
飼
料
価
格
の
高
騰
に
苦
し
む
日

本
農
業
の
現
状
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
身
に
つ
ま
さ

れ
る
話
で
あ
る
。

「
食
料
」
に
力
点
を
置
い
た 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
を

　

日
本
で
は
、
１
９
９
９
年
に
制
定
さ
れ
た
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
を
見
直
す
議
論
が
こ
の
秋
か
ら

始
ま
っ
た
。
同
基
本
法
は
、
食
料
安
全
保
障
に
つ
い

て
「
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供

給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
そ
の
た
め
に

農
業
生
産
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
、
輸
入
と

在
庫
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
政
府
が
進
め
て
き
た
の
は
専
ら
「
輸

入
」
拡
大
で
あ
っ
た
。

　

確
か
に
、
１
９
８
９
年
に
東
西
冷
戦
が
終

し
ゅ
う

焉え
ん

し
、

１
９
９
５
年
に
世
界
貿
易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
で
地
政
学
的
リ
ス
ク
は
消
滅
し
、「
経

済
合
理
性
」
だ
け
を
追
求
す
れ
ば
よ
い
時
代
に
入
っ

た
。
企
業
は
労
賃
な
ど
生
産
コ
ス
ト
の
安
い
途
上
国

に
工
場
を
移
転
し
、
安
価
な
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
輸
送
し
始
め
た
。
農
業
も
世
界
的
な
適
地
適

作
が
進
ん
だ
。
そ
の
中
で
、
日
本
は
安
価
で
良
質
な

食
料
を
海
外
か
ら
い
く
ら
で
も
調
達
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
そ
の
代
償
は
国
内
農
業
の
衰
退
＝
自
給
率

の
低
下
と
い
う
形
で
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
構
図
は
２
０
２
０
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
伴
う
物
流
網
の
寸

断
、
地
球
温
暖
化（
脱
炭
素
）対
応
に
加
え
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
な
ど
に
よ
り
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
真
っ
た

だ
中
で
制
定
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
は
、
相
互
に
相
矛
盾
す
る
３
つ
の
目
標
か
ら
な

っ
て
い
る
。「
食
料
」
は
、
食
料
の
自
給
率
向
上
を

目
指
し
、
多
少
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
国
内
生
産
を

拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、「
農
業
」
は
、
市

場
経
済
下
で
は
、
儲
か
る
農
業
を
目
指
す
こ
と
で
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
に
規
模
拡
大
─
六
次
産
業
化

（
付
加
価
値
増
）
─
輸
出
拡
大
と
い
っ
た
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
「
攻
め
の
農
業
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
目
標

と
な
る
。「
農
村
」
は
、
農
業
・
農
村
の
持
つ
多
面

的
機
能
・
多
様
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
同
時
に
は
成
立
し
な
い
。
政

府
が
「
農
業
」
に
注
力
す
れ
ば
、
一
時
的
に
は
優
れ

た
企
業
農
業
が
育
つ
一
方
、
地
方
の
中
小
零
細
農
業

も
増
え
、
結
果
と
し
て
二
極
分
化
が
進
み
、「
農
村
」

は
疲
弊
し
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
的
な
経
済
発
展
目
標
）も
お
ぼ
つ
か

な
い
。
い
ま
こ
そ
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
を

「
食
料
」
生
産
の
拡
大
に
向
け
て
抜
本
的
に
改
正
す

べ
き
で
あ
る
。
農
業
資
源（
農
地
、
人
、
農
業
用
水
、

水
源
涵か

ん

養よ
う

林
、
地
域
社
会
）を
フ
ル
活
用
す
る
方
向

に
予
算
、
生
産
者
、
投
資
、
研
究
開
発
を
集
中
さ
せ

る
な
ら
ば
、「
食
料
」「
農
業
」「
農
村
」
が
す
べ
て

連
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
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